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経 済論叢(京 都大学)第161巻 第3号,1998年2月

正常価格理論と内包的地代

平 野 嘉 孝

は じ め に

生産活動では,直 接的,間 接的に土地が用いられる.し かし,現 代のアメリ

カを中心とした主流派経済学において,土 地が流動資本や固定資本とは異なっ

た特徴づけを得て,系 統立った仕方でそれ固有の分析をなされることはない。

たい して,ス ミスや リカー ドたちは,彼 らの価値論のなかで地代(及 び地主階

級)の 分析に相当量割いている。

彼 ら古典派の分析枠組みの復興 と口される共時的時間構造 をもったスラッ

ファの価格体系を,正 常価格体系と呼ぶことにしよう。本論文では,そ の体系

内で地代,特 に内包的地代がいかなる影響をもたらすかを検討する。また,正

常価格体系が限定された状況でしか妥当しないとする批判に,間 接的にであれ

答える事を試みる。

ここで,内 包的地代を特に問題にする理由について述べてお く。まず第一に,

この内包的地代を導入することで,技 術条件 と需要条件との特定の状況のもと

で,市 場価格 と正常価格との関連の仕方についての.占典派的な視点を導けるか

らである。 これに基づいて正常価格体系が定常成長にのみ妥当する価格体系で

はないという含意が得られると考えている。第「に,正 常価格体系では十地を

も含んだ生産体系が形式論の範囲で完全に分析され尽 くしてはいないというこ

とである。その例 として第皿章の数値例がある。これは,し かし,正 常価格体

系において土地が生産要素として流動資本や固定資本,労 働などとは区別され

た固有の位置を占めていることの現れでもある。第.旺には,経 済財.の価格を希
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少性に関連づけて説明する主流派...般均衡分析とは対照的に,再 生産可能性に

基礎をおいた正常価格体.系において,生 産サ.イドでの希少性への明確な言及が

見られるのが,唯...一'この内包的地代に関する部分だけだからである。そこには,

主流派一般均衡分析における希少性 とは異なった希少性概念が見いだせるか も

しれない。

以下では次のような構成で分析を行 う.1に おいて正常価格体系の特徴づけ

を行 う。Hに おいて上地が導入される。この章では,ま ず,非 基礎財を生み出

す場合の内包的地代に限定 して考察を行 う。また,共 時的時間構造をもった正

常価格体系の,非 定常的産出量拡大状況への拡張の可能性を考える。そのさい,

リカー ドの差額地代論,お よび,止 常価格体系における外延的差額地代論にも

言及す る。皿では,基 礎財を産出す る内包的地代 を採 り上げる。主に,D'

Agata[1983]に よる数値例に基づ くことによって,正 常価格体系の古典派的

特徴に及ぼす影響が考察される。また,こ の数値例 と且の分析 との関連性にも

言及する。本論文のまとめをWで 行う。

1正 常価 格体 系

Sraffa[1960]に よって提 出された正常価格体系では,商 品の相対価格が,

粗国民所得 と社会の支配的技術,.ま た,利 潤率か賃金率かのいずれか 一方の分

配率,を 所与 として決定される。正常価格体系は自己補填的構造の ドで確定さ

れる,い わば構造的価格理論である。そこでは,生 産者の利潤極大行動と,消

費者の効用極大を想定 して財の価格決定を論 じるとい う図式に立たない。かと

いって,こ の正常価格体系において需要要因がいかなる役割をも果たさないと

いうのではない。需要要因としての産出物の構成 と,社 会の現存する技術 との

関係次第では,.支配的(最 も廉価な)技 術が存在 しない場合や複数存在する場

合も考えられる 佃 参照)。 しか し,需 要要因を消費者の効用極大化行動に集

約させることはないとい う意味で,正 常価格体系では需要分析は前.面に出ない。

所与の粗国民所得 という設定については,ま ず,自 然価格(.本 論文における
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正 常 価 格 に対 応)を もち い た リカ ー ドの 次 の よ うな前 提 を踏 襲 した もの と考 え

られ る。

私 が 自然 価 格 とい うの は,通 常 の価 格 の こ とで は な く,恒 常 的 に ・定 の

需 要 を み た す の に必 要 な よ うな 価 格 の こ とで あ る。(Ricard。,D,[1928]

p.227,邦 訳p.288)

こ の前提 を選択 した理 由 と して,ワ ル ラス の 価 格 理 論 に お い て,所 与 の初 期

資 本 賦存 量 とい う仮 定 に立 つ こ とに よ って 生 じた論 理 整 合 性 の問 題 を挙 げ る こ

とが で き る。 この点 に関 して は,経 済 理 論 を構 築 す る に あた って は,.ど の よ う

な期 日を初 期 時 点 に定 め て も初期 賦 存 量 の総 量 とそ の配 分 が 歴 史的 に は外 生 的

で あ る と考 え る方 が よい(Hahn[198ユ]〉,と す るポ ス ト ・ワル ラス 派 の 見解

もあ る。

粗 国 民 所 得 を 与 件 とす る ほ うが,歴 史的 事 象 と して の 経 済現 象 と経 済 理 論 と

の接 点 と して 望 ま しい こ とにつ い て,こ こで 二 点 だ け述 べ て お く。 まず,粗 国

民 所 得 を 与件 とす る こ との.含意 は,あ る時 点 で経 済 活動 が始 ま る とき は,既 に

先 行 した経 済 活動 が存 在 して いた とい う こ とで あ る 。例 え ば,二 人の 経 済 主体

が 偶 然 に 要 求 が 一致 して財 を交 換 して い た とす る。 そ の様 子 を見 て い た 第 三者

に とっ て,彼 ら の行 為 は そ う.いう手段 が あ る とい う情 報 を伝 達 す る。 しか し,

当事 者 た ち に は そ の意 識 はな い 。 そ れ で も この交 換 の仕 組 み の 中 に 巻.き込 まれ

て行 く。 交 換 す る とい う ルー ルに意 識 的 に あ るい は無 意識 的 に従 って い くの は,

自分 た ち を取 り巻 く経 済社 会 が持 続 してい くだ ろ う とい う暗黙 の了 解 が 下 支 え

と な っ てい るか らだ,,そ うで な けれ ば,略 奪行 為 へ と暴 走 す る に違 い ない 。 こ.

の一 種 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ン行 為 と して の交 換 に お い てか わ され る経 済 言 語 が

市 場価 格 で あ り,経 済が 持 続 して い くとい う暗黙 の.∫解 を 自己 補 填 的 構 造 で 示

し,も って,市 場 価 格 の参 照 基 準 を確 立 した のが 正 常 価 格 体 系 で あ る。 所 ワの

粗 国民 所 得 は,理 論 の出 発 点 を,生 産 も消費 も行 わ れ て い る継 続 す る経 済 過程

の た だ 中 に お くこ とを意 味 す る。

第二 に,所 与 α)粗国 民所 得 の仮 定 は,自 己 補 填 的 構 造 で確 定 さ れ る正 常 価 格
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体系が産出量の変化 しない経済の分析にのみ限定されることを意味 しない㌔

本論文の旺章以降では,技 術構造に変化をもたらさない限りでの産出量の増大

は,正 常価格体系内で分析できるという立場をとる。さらに,あ る種の技術構

造の変化を引き起 こす,産 出量の増大局面も分析の対象 となり得ることを示す。

次に社会の支配的技術について見ておく。正常価格体系をどのような問題の

分析に適応するかで,こ の支配的技術が意味するものは異なってくる。産業連

関分析においては,社 会で現在用いられている平均的技術を意味する。エネル

ギーの供給をいかなる技術を用いて行うのが社会にとって望ましいかを問題に

する場合は別のものとなる。市場価格による一時的な廉価性に訴えることなく,

生産物の数に対して生産技術の数が多い一種の不均衡状態と捉えて,代 替的な

諸技術間の選択は政治経済的問題として位置付 けるほうが望ましい%本 論文

で社会の支配的技術に言及する際,存 続可能性に依拠した正常価格ではかって

.最も廉価な技術を意味する。

生産構造にたい して外生的に与えられる分配率に関しては,社 会に支配的な

利潤率が ワえられその下で技術の廉価性が比較されるとする。利潤率が外生的

に与えられることによ.ってこの価格体系では所与の粗国民所得が利潤絶額 と賃

金総額 とに分割される。 したがってこの体系からは賃金率と利潤率との相反関

係が尊高される。ポス ト・ワルラス派の一般均衡理論では異なる主観的時間割

引率がいかにして均一の社会的割引率に収束 していくかを問題にするのにたい

して,古 典派の思考枠組みを継承する正常価格論では異なる産業間の多様な収

益率がいかにして均一の利潤率に収束するか(古.典 派的競争とは何かという問

題),ま たその水準はいかにして確定され得ると考 えられるか という大 きな研

究領域が存在する。 しか し,こ れらの問題群は本論文の範囲外にある。ただし,

1)「 使用 のための必 要物」 と して考察され る所与の産出量 はこれ まで純 国民所得 と見なされて来

た.皿 の例 のよ うに,形 式論 としてそれが最 もな じみやすいか らで ある。 しか し,純 国民所得 と

してのみ考察すべ ぎ理 由はない(S山efuld[199DaD。 粗国民所得が所与で あるな ら,当 該経済

が どのよ うに動 くかは.先験 的には決 まらない。

2)侮 」え}ボ,Schefold[1985-1∪
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Hで 示 され る 市場 価 格 と正 常 価 格 との 関 係 は価 格 面で の`重 力 モ デ ル'へ の 一

つ の 解 釈 と見 な せ る か も しれ な い。

11内 包 的 地 代

A)非 基礎財 と しての 「小麦」

本 章で は,ま ず,流 動 資 本 と労働 が 明示 的 に表 示 され て い る正常 価 格 体 系 に,

本 源 的 生 産 要 素 と して の土 地 とそ こで もた らされ る生 産 物 を明 示 的 に導入 しよ

う%

.(1十 γ)αφ十 瞬1=A.

・ ・.・・ ・ ・ ・ ・ ・ …(ユ)

(1十7)α 。ρ十四'。=ρ 。

(1)体 系 は 再 生 産 可 能 なN種 類 の財 が,1V種 類 の 生 産 要 素 と労 働 とか ら生

産 さ れ て い る こ と を示 して い る 。ρ は 再 生 産 可 能 な 」V種類 の 財 の 価 格 〔ρ・,

… ,ρ.)か らな るN次 元 ベ ク トル,砧 は 第1財 の 生 産 技 術 係 数 を表 すN次

元 ベ ク トル,糾 ま賃 金 率,'`は 第1財 の 労働 係 数 を 表 す 実 数 で あ る。(た だ

し ∫=1,2・ ・㌧2》り

この 体 系 に 同 質 の 土 地 と再 生 産 可 能 なN種 類 の財,労 働 に よ っ て,あ る 同

質 な 生 産物 が 生産 され る二 つ の 生 産 プ ロセ ス を導.入す る。

(1十7)α 。1ρ十　〃を=κ1(=ρ 。1)(
a)

(1十7)α[2p十 躍'`2=κ2

こ こで,ん1,κ2は この 生 産 物 σの地 代 の 発 生 して い な い状 態 で の.単.位費用 を

表 す 。注 意 す べ き こ とは ん1,κ,で 表 示 され て い る生 産 物cが(ユ)体.系 の 生 産

に加 わ る こ と はな く,ま た 自己 自 身の 生 産 に も用 い られ る こ との な い生 産 物 で

あ る とい う こ とだ。 α1。,σ2、は,生 産 物`の 生 産 を お こな う第 一 プ ロ セ ス と第

二 プ ロセ スの 生 産技 術 を表 す,N次 元 ベ ク トル で あ る。 こ の非 基 礎 財 と して

の性 質 を も って い る,土 地 か らの 生 産 物 を 仮 説 的 な 「小 麦 」 と呼 ぶ こ と にす る。

3/Mo馳tanl[1975],Ku■z[1979],8出efold[1989],KしrzandSalvadohll9951参 照。
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ま た,.こ れ ら二 つ の 生産 プ ロセ ス の うち第 一 プ ロセ ス が よ り廉 価 に 「小 麦 」 を

生 産 す る と仮 定 す る。 す なわ ち,(1+7)σ 。1ρ+躍'、1く(1+γ)α、2p+躍'、2。あ るい

は.k,<κ 、。

「小 麦 」 にた いす る需 要 量 が 廉 価 な 第 一 プ ロセ ス に よ っ て賄 わ れ る の な ら,

地 代 が 発 生 す る こ とは な い。 正常 価 格 論 で 内 包 的 地代 が 発 生 す る の は,現 在 知

られ て い る最 も廉 価 な技 術 に よ って は 需 要 量 が 満 た さ れ な い場 合 に,廉 価 性 で

はや や劣 るが単 位 上 地 あた りの 生 産 量 が よ り多 い技 術 が存 在 す る場 合 で あ る。

この と き には,二 つ の技 術 を併 用 す る こ とに よ って 「小 麦 」 の需 要 が 満 た され

る こ と にな る。 同時 に 同質 の 土 地 が す べ て 用 い られ る ので,地 代 が 発 生 す る こ

と にな る。 なぜ な ら,廉 価 な第 一 プ ロセ ス を存 在 す る有 限 な⊥ 地 に.全.面的 に用

い て も,「 小 麦 」 の 需 要量 を満 たせ なか った か らで あ る。

地代 が発 生 した場 合 の 第 一 プ ロセ ス と第 二 プ ロセ ス の価 格 方 程 式 は次 の よ う

にな る。

(1十7)αclρ十躍'`1十'1・ρ=ρ～(
a')

(1十7)α ～ρ十～{ノ'～十'2・ρ=ρ～

こ こで,ρ は 土 地 一 単位 当 た りφ 地 代,'L,〆 は 第 一 プ ロ セ ス と第 二 プ ロセ

.スで そ れ ぞ れ に用 い られ る,「 小 麦 」 一 単 位 産 出す るの に必 要 な.L地 の 量 で あ

る。ρ～ は,第 一 プ ロ セ.スと第 二 プ ロ セ ス が 併 存 した 場 合 に成 立 す る価 格 で あ

る。前 述 した よ うに生 産 方 法 が 併 存 す るの は'L>〆 が 満 た され て い る場 合 で あ

る。

これ が,ス ラ ッフ ァの 想 定 して い た状 況 で あ る。

も し,上 地 が す べ て 同 じ品 質 で あ っ て,供 給 不 足 で あ る とす れ ば,… …

同様 の上 地 に二 つ の 異 な った 過程 な い しは耕 作 方 法 が 矛 盾 な く相 並 ん で利

用 され,そ れ に よ って エ ー カー 当 た りの均 一 地 代 を決 定 す る… … 、、 どの二

つ の方 法 もこ う した 事 情.の ドで形 式 的 に両 立 してい るか ぎ り,こ れ らの 方

法 は… … 費 用 を利 潤 率,賃 金,価 格 の支 配 的 な水 準 で 計 算 した ば あ い に,

エ ー カー 当 た りい っそ う多 くの 穀 物 を生 産 す る方 法 が 生 産 物 単位 当 た り
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い っ そ う 高 い 費 用 を 示 す は ず だ … … 。(Sraffa[1960]p.75,邦 訳p.

125-126)

(a)体 系 を 「小 麦 」 産 出量 を横 軸 に,縦 軸 に地代 部 分 を含 まな い 総 費用(瓦,

K2・・ を とる とC図1)に な る4,。 こ こでK,一k,・P、(D、,は 第一一一プ ロ セ スが 単

独 で 賄 え る 需 要 量)。 この 図か ら リ カー ドの 差 額 地 代 にか んす る思 考 実験 の 結

果 を示 して い る と も考 え られ る階 段 状 の 曲 線 が 導 出 で き る。(図2,こ の 図 を

Schefold[1989]に な らっ て正 常 費用 曲線 と呼 ぶ 。)

(図1)が 描 け る の は,地 代 が 発 生 す る前 の 価 格 方 程 式 体 系(1)の 左 辺 が

産 出物 で あ る 「小 麦」 の価 格 の 決 定 よ り論 理 的 に 先 行 して い る こ と に よ る。 仮

定 に よ り最 初,第 一 プ ロセ.スが 「小 麦 」 の需 要 量 を満 た して い る あ い だ は 左

が 「小 麦 」 価 格 とな る(κ 、=ρの 。 しか し,α 、kρに はP"が 含 ま れ て い な い 。

「小 麦 」 の 需 要 量 がDlを 越 え る場 合 に 地 代 が 発 生 す る。 こ の 場 合 の 「小

麦 」 価 格 は 斑 と 瓦 を結 ん だ 線 分 の 傾 き(斑 一X,/P2-D,=ρ の で 決 ま る吟。

「小 麦」 価 格 が 決 ま る前 に 斑 一斑 ・のr恥 が 確 定 され て い る た め に 「小 麦 」

価 格 が 体 系(1)の 費 用 に影 響 を 与 え る こ とは ない 。 非 基礎 財.と して の 「小 麦 」

価 格 が 決 定 され る前 に体 系(1)で 基 礎 財価 格 が 先 に決 ま って い るか らで あ る。

ま た,(図1)で は 「小 麦 」 の 産 出量 の み の 増 大 を想 定 し,か つ そ の 影 響 が

他 の 産 業 に何 ら及 ば な い。 いわ ゆ るceterisparibusが 機 能 して い る。 あ るい は,

この 「小 麦」 は,奢 侈 財 で あ るた め にそ の需 要 量 の増 大 は他 の 部 門 に 影 響 しな

い と考 え られ る。 この 需 要 に関す る特 殊 な性 質 のた め に,こ の 「小 麦 」体 系 は

自己補 填 的構 造 に よ っ て決 ま る 正常 価 格 体 系 とい うよ り,「 煙 突 」6型の単 線 進

行 す る新古 典 派 的生 産 体 系 とな っ てい る。

に もかか わ らず(図1>は 正 常 価 格 体 系 の特 質 を も備 え て い る。 まず ,何 ら

4)(図1〕 に か ん して は松 嶋[1996]vv.206-9か ら刺 激 を受 け て い る 。 しか し
,以 下 の解 釈,存

在 ず るか も しれ な い誤 り,に た いす る責 任 は私 の もの で あ る.

5)(め 体 系 か ら,地 代 を消 去 して 「小 麦.1価 格 に つ い て 解 くとPノ ユ(k,7,一 婦2)〆 α1一'3)
。 最=

陀1・D,,D,t,=D,・ ち(一 同 質 の 所 与 の 土地 の 量) ,を もち い て変 形 す る と本 文 の式 が 導 出 で き る、.

6)菱 山[1990]p.196。
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か の 条 件 に よ って 支 配 的 な利 潤 率 が 与 え られ た の ちに,こ の(図1)及 び(図

2)が 得 られ て い る。利 潤 率 が 異 なれ ば,廉 価 な技 術0順 位 が 変 更す るか も し

れ ない か らで あ る 。

さ ら に興 味 深 い 点 は 次 の よ うな も の で あ る7}。(図2)で 需 要 量 がDAか ら

D,ま で の 問 な らば,価 格 は安 定 的 で 生 産 費 に よ って 決 定 され る。 そ れ は,生

産 関 係 に何 らの 構 造 変 化 を も生 じさ せ な い か らで あ る。 しか し,D,か らDs

へ の 産 出 量 の 変 化 が 生 じ る と事 情 は 異 な る。 垂 直 な正 常 費 用 曲線 を もつD,の

部 分 で は,例 え ば 需 要 曲線 の位 置 に よ って 「小 麦 」 の価 格 が 決 ま る。 す なわ ち

この 領 域 で は 需 要 と供 給 と に よ って 価 格 が 決 定 さ れ て い る。 前 の領 域 が 生 産 費

に よ って価 格 が 決 ま る いわ ぼ,長 期 の状 態 とで.も呼べ る よ うな もの で あ った の

に対 して,後 の領 域 で は新 た な長 期 の状 態 へ の調 整 期 間,一 時 的 状 態 と考 え る

こ とが で きる 。 しか し,こ の一・時 的状 態 は 時 間が 短 いか らで は な く 「小 麦 」 の

価 格 が不 安 定 で あ る こ と に よ る。 歴 史的 な時 間 の観 点 か ら見 る と,こ の 一 時 的

状 態 は 長期 の状 態 よ りも長 い こ とが あ る か も しれ ない 。 こ こ に,産 出量 の非 定

常 的 な拡 大 状 況 が み い だ せ る。 次節 で,こ の 一時 的状 態 の あ い だ に何 が生 じて

7)以Fの 議 論 は,KロM〔19ア 田,SchefQld[1989」[1990a,h,c,d],Salvadori[1990]に 多 く

を 負 っ て い るD
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い るか を い ま少 し詳 し く考 察 して み る。

(245)91

B)内 包的地代の動態過程

正常価格体系における内包的地代の動態過程の特殊性をみるために,ま ず,

リカ「 ドの差額地代論に触れておく。正常価格体系の着想の主要な源泉である

リカー ドが,地 代の問題を取 り扱ったのはスミスの仙値論において地代が仙格

の構成要素と見倣されているのに異をとなえるためであった。

原生産物の相対価値が騰貴する理由は,最 後に収穫ざれる部分の生産に,

よ り多 くの労働が投.ドされるからであって,地 主に地代が支払われるから

ではない。穀物の価値は,地 代を支払わない質の土地において,ま たは資

本部分を用いて,そ の生産に投下される労働量によヴて規定される。地代

が支払われるから穀物が高価なのではなく,穀 物が高価だから地代が支払

われるのである。(Ricardo[1819]邦 訳p.112)

地代は穀物価格の騰貴の原因ではなく結果であるという命題である%し か

し,リ カー ドにあっては,外 延的差額地代 と内包的差額地代との動態過程には

本質的な差がなかったように思われる。彼にあっては,同 一の資本量(お よび

同一の労働量)を,空 間的に異なる(ま た,地 力において異なる)土 地へ と投

.. rし てい く結果生 じるのが外延的差額地代であり,時 間的に異なる,同 一地へ

と投下 してい く結果生じるのが内包的差額地代であった。

これに対して,正 常価格体系で扱われる内包的地代は前節で導入 したように

生産方法の二重性をその兆候 とする。

また,そ の動態過程において外延的差額地代のそれと異なる面を見せる。内

8}こ の命題 は 『原型 の見解に至る以前か らリカー ドのなか に保持 され続 けたび

地代 はあ らゆる場.含において,土 地でまえ もって獲得 された利潤 の一部分であ る。それはけ っし

て新 しく創造 された収入で はなく,つ ねに,す でにつ くりだされ た収 入の ・部であ る。 〔RicaKk》

[18兀]P.18,邦 訳P.25)c

ス ミスの 「自然の労働1に よる地代論,価 値多産産業 としての農業 とい う見解 の継承者であ る

マルサ スの地代論 とリカー ドの差額地代論 とを巡 る論争史については羽鳥r1972]お よび[1995]

の第三章。
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包的地代の動態過程 とは,(図2)のIE常 費用曲線Eの 杁 からPβ に至る領域

で生じている事態を指す。(図2)は もともと,所 与の粗国民所得,利 潤率の

下で,所 与の生産技術による 「小麦」の生産を表現していた。いわば,共 時的

な枠組みにとどまるものである。この生産技術と分配率が時間の流れの中で も

維持されると仮定 しよう。その場合には,(図2)の 需要量変化 は,歴 史的な

時間進行に沿ったものとして解釈されうる。以下では,こ の仮定の下で分析 を

進める。

.正常費用曲線の垂直な部分は廉価な技術による生産がそれ以上不可能な場合

に生じる事態を示していた。この時,も しさらなる需要が生 じるなら,超 過需

要のためにまず価格が上昇する。しかしこの超過需要による価格の上昇にたい

して,「小麦」の生産者は技術的制約のために生産量を増大させ得ない。つま

り物量的には増加 しないが価格的には膨張 している事態が生 じる。では生産量

はいかなる場合に増大し得るか。それは次の2つ の条件が満たされた場合であ

る。

① 廉価性の劣る,次 善の技術の導入によって,生 産される 「小麦」の単位

費用(=ρ の に見合うほど価格が上昇すること。

② この上昇分が当該生産者め超過利潤から,何 らかの勢力争い(分 配をめ

ぐる対立)に よって地代 として地主階級にわたり当該生産者にとっては新

たな費用 となること。

価格騰貴の結果 として,正 常利潤を越えて 「小麦」生産者の所得となってい

るもののうちか ら地代が転化されていく。 この点ではリカー ドの差額地代論を

継承 している。

しかし,重 要なことは内包的地代をもたらす次善の技術の尊人が,「小麦」

価格の騰貴によってのみか らは決 しておこりはしないということである。なぜ

なら,超 過需要による 「小麦」価格の騰貴がρ～より高くても,そ れだけでは

「小麦」生産者にとっては次善の技術を導入する動機付にはならない。「小麦」

生産者にとっては第一プロセスのみを稼働させている方が費用が少なくてすむ
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か らで あ る。 彼 らは 超 過 需 要 の ま ま高 い超 過 利 潤 を獲 得 し続 ける ほ うを選 ぶ に

違 い な い 。 費 用 条件 に 関 して劣 る次 善 の技 術 は あ く まで次 善 で しか な い。

正 常 価 格 体 系 に お け る 内包 的地 代 の ② にか か わ る特 殊 性 を よ り鮮 明 にす る に

は,つ ぎ な る長 期 の 状 態 へ の 移 行 を考 察 し てみ るの が よ い。 体 系(1)と 体 系

(a〆)に 加 えて,次 の よ うな 第三 プ ロ セ.スの 贄川 方程 式(b>を 考 え てみ る。

(1十 ～つσ`3ρ十 ¢v1`3=k,(b)

これ に よ って,「 小 麦 」 の 需 要 量 がOzか らP。 へ と増 大 した 場 合 を考 察 で き

る 。 第 一 プ ロセ ス と第 二 プ 四 七 スが 併 存 して い た 状 況 か ら,「 小 麦 」 の 需 要 量

が ち ょ う ど1)2に な った と き第 二 プ ロ セ ス だ け の稼 働 で 満 た す こ とが で き る。

そ の さい,第 一 プ ロセ ス が完 全 に駆 逐 され,価 格体 系(1)に は,第 二 プ ロセ ス

の価 格 方 程 式

(1十7)a,'p十 躍」じ3十dap=ρ～(a")

の み が 付 け 加 わ る。 価 格 体 系 〔1)のN本 を 考慮 して,方 程 式N+1本 に た い

し て,未 知 数N+4コ(価 格N+1コ に加 え てろ 躍,ρ)と な る。 外 生 的 に 一 つ

の 分 配 変 数 が与 え られ,か つ ニ ュ メ レー ル と して ひ とつ の 価 格 が1と お か れ た

と して も,な お 自 由度 が ひ とつ残 る。つ ま り,形 式 と して は 「小.麦」 の 需 要量

が ち ょ う ど0、 の 場 合 に は地 代 が 発 生す る必 然性 が な い 。技 術 の併 存 が 内包 的

地 代 の存 在 条 件 で あ ってみ れ ば 当然 の こ と とも考 え られ る 。 しか し,そ れ まで

地 代 が 存 在 して い た社 会で,こ の特 定 の 産 出 量 に 達 した場 合 に のみ 地 代 が 消 滅

す るの は現 実性 に乏 しい。 む しろ,社 会 的 慣 習 と して この場 合 に も地 代 が 存 在

して い る と考 え られ る。 さ ら に,こ の 局 面 か ら.「小 麦」 の需 要圧 力 が 増 大 した

場 合 には前 述 した よ うに 「小 麦 」 価 格 の 騰 貴,超 過利 潤 の発 生,超 過 利 潤 をめ

ぐって の 対 立 が 発 生 す る。 そ の 間,経 済 は1)2に と ど ま る こ とに な る。 超過 利

潤 が 生 産 者 の 費 用 に転 化 し て 初 め て(b)が 尊 人 さ れ る。 価 格 方 程 式(1)と

(aり か ら な る体 系 が 完 結 せ ず 開 か れ て い るの は,こ の よ う な一 連 の 分 配 を め

ぐる事 態 にた い して で あ る 、,

こσ)内包 的 地代 の動 態過 程 を 正常 価 格 体 系 にお け る外延 的差 額地 代 の それ と
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比 較 して み る。 外 延 的 差 額 地 代 の 分 析 はMontani[1975],Kurz[1978],

Abraliam-froisandBerrebi[1979],な どで 展 開 され て きた 。 こ こで の論 点 に

関 連 す るの は次 の よ うな事 実 で あ る。 外 延 的 差 額 地 代 の議 論 で は,「 小 麦 」 の

需 要量 が 増 大 す る につ れ て,所 与 の利 潤 率 の も とで 肥 沃 度 の ヨ リ劣 る耕 作 地 が

生 産 過 程 に導 入 さ れ て く る。 「小 麦 」 価 格 は,リ カー ドの差 額 地 代 同様,こ の

地代 を生 み 出 さ ない 耕 境 地 で 確 定 さ れ,外 延 的差 額 地 代 は異 な る各 地代 が.含ま

れ る方 程 式 に よ っ て 残 余 と して 決 ま る。 正 常 価 格 体 系 に お い て,次 善 の技 術

(新た な耕 境 地)の 導 入 の さ い,体 系 に 自 由度 が 生 じる こ とは な い。

「小 麦」 価 格 の騰 貴 後,耕 境 地 よ り肥 沃 な土 地で の 「小 麦 」 隼 産 者 に もた ら

され た 超過 利 潤 が,.新 た な借 地 契 約 期 間 を 迎 え る に あ た っ て地 代 と して 転 化 す

る。 しか し,個 別 に は新 規 の借 地 契 約 が 成 立 しな く と も,「 小 麦 」 の 需 要 量 が.

増 大 す る と この新 た な耕 境 地 へ の 生 産 の 拡 張 は 直 ち に行 われ る。 新 た な耕 境 地

は地 代 が 発 生 して い な い 自 由財 と して の.ヒ地 で あ り,「 小 麦 」 生 産 者 に と って

は,騰 貴 した穀 物 箭 格 が 地 代 の含 ま.ない 「労 働 と資 本 の 費用 」 だ け獲 得 で き さ

.えす れ ば よい わ けで あ る。

つ ま り,内 包 的 地代 の動 態 過 程 で は 「小 麦 」 需 要 量 の 増大 → 次 善技 術 の尊 人

にみ あ うだ け の 「小 麦」 の市 場 価 格 の 騰 貴 → 対 立 に よる 超 過 利潤 の地 代 へ の転

化 → 各 「小 麦」 生 産 者 に と って の地 代 分 の 費 用 負 担 の 発 生→ 次 善技 術 の導 入 に

よ る供 給 量 増 大→新 た な 長期 の状 態 へ の移 行,と い う過 程 を へ る の に対 して,

外 延 的 差 額 地 代 の 動 態 過 程 に お い て は,「 小 麦 」 需 要量 の 増 大 → 次 善 技 術(新

た な耕 境 地)の 導.入にみ あ うだ け の 「小 麦 」 の市 場 価 格 の 騰 貴→ 次 善技 術 の導.

入 に よ る供 給 量 増 大 → 超 過利 潤 の地 代 へ の転 化 → 新 た な 長 期 の状 態 へ の 移行,

とい う過 程 を た ど る。

言い換 えるならば,階 段状の正常費用山線に関して,外 延的差額地代の場合

はその垂直部分が速やかに移動 されるのに対 して,内 包的地代の場合には,そ

の垂直部分は概念 としては,一 時的 ・調整過程であるにもかかわらず,実 際に

は長い歴史的時間を必要 とするか もしれない。あるいは,外 延的差額地代の場
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合,産 出 量 は需 要量 の拡 大 と と もに拡 大 し う るの に対 して,内 包 的 地 代 の 場 合

に は,産 出 量 の 拡大 の速 度 が 不 規 則 な もの とな りうる。 この よ うな性 質 の 違 い

が,正 常 価 格体 系で 定 式 化 され る内 包 的 地代 に は体 系 が 完 結 しない 未 決 定 な 状

況 が 起 こ り得 るの に,外 延 的 差 額 地代 の場 合 に は そ の よ うな こ とが ない,こ と

を説1月す る。

と こ ろで,こ の非 基 礎 財 の 「小 麦」 の場 合 に,正 常 費 用 曲線 が ス テ ップ ・ダ

ウ ン して い く可能 性 も含 まれ て い る。 ス ラ ッフ ァの技 術 が 併 存 す るた め の 条件

は,内 包 的 地代 が 発 生 す るた め の 条件 で あ って,内 包 的 地 代 が 上 昇 して い くた

め の 条件 で は な い。

図(1)に よ っ て こ の こ と を確 か め て お く。 各 技 術 は総 費 用 と最 大 可 能 産 出量

で 表 さ れ て い た。 第 プ ロセ ス(孟,D,),第 二 プ ロ セ.ス(瓦,D3)… … な ど。

正 の 内 包 的地 代 が 発 生 す るた め の.スラ ッフ ァの条 件 は,.二 つ の 隣 り合 った技 術

周 に おい て ヨ リ費 用 条 件 ゐ 劣 る技 術(κ 、,κzの 場 合 はK… … な どで 傾 きが 急

とな る)が,ヨ リ長 い(内 包 的 地代 の前 提 に よ って 同 質 の 土 地 が 限 うれ て い る

の で,.最 大産 出量 とは同 じ面積 の土 地 か ら得 られ る収 穫 量 を表 して い る と考 え

て よい 。 したが って ヨ リ長 い とは単 位 面 積 当 た りの 収 穫 が ヨ リ多 い こ とを意 味

す る)場.合 に,技 術 の併 存 が 可能で 内包 的地 代 が 発 生 す る。 形 式 的 に は,こ の

条件 の範 囲で 次 善 の技 術 へ の遷 移 が 起 こる と 「小 麦 」 価 格 が 低 ドし,地 代 が低

下 す る可 能 性 は残 る。 図 で は技 術K2,K,の 併 存 か ら技 術 瓦,瓦 の 併 存 へ の移

行 にお い て,「 小 麦 」 価 格 と地 代 の下 落 を示 して い る。(最,P、)と(X3,D,)

を結 んだ 線 分 の傾 き よ り,(馬,D,〉 と(瓦,D,〉 を結 ん だ線 分 の傾 きの方 が ゆ

るや か で あ るか らだ に の傾 きは内 包 的 地 代 が 発 生 す る場 合 の穀 物 価 格 を表 し

て い た)。 しか し,農 業 に お い て そ の よ う な実 際 的状 況 は 想 像 し に くい 。 農 業

で は技 術 革新 が 起 こ らな い 限 り,生 産 手 段 の 構 成 内 容 が 著 し く変 化 す る とは考

え られ な い 。&で 表 現 さ れ る技 術 は,費 用 条 件 が か な り劣 悪 に な って か ら導

.人 され て い る に もか か わ らず,単 位 当 た りの生 産 力 が 瓦 に 較 べ て 飛 躍 的 に優

れ てい る こ とを 示 して い る。 技 術 革 新 が 排 除 さ れ て い る 内 包 的地 代 の議 論 で は,
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上 記 の 事 態 が 既存 の技 術 間 に生 じて い る こ と にな り,そ れ が 農 業 の常 態 とは考

え に くい9}。

(図1)は 非 基 礎 財 の 「小 麦 」 と い う単 線 進 行 の 状 況 に もか か わ らず,技 術

に 関 して,新 古 典 派 と吉 典 派 と の視 角 の違 い を も暗 示 して い る。(図1)に 示

した 技 術 状 態 か ら知 られ る よ うに生 産 者 が,各 産 出量 に対 して行 儀 よ く費 用 が

増 大 す る無 限 の技 術 か ら技 術 採 用 す る と考 え るな ら,〔.図1)は 右 上 が りの 滑

らか な費 用 曲線 を 導 く。 しか し,ス ラ ッフ ァ後 の 占典 派 的接 近 法 に あ っ て は技

術 の選 択 は決 して 無 限 の ものか ら の選 択 を意 味 し ない 。生 産 の現 場 で は い くつ

か の代 替 的 な技 術 か ら選択 す る こ とが 常 態 で は ない だ ろ うか 。

い か な る技 術 も生 産 要 素 の特 定 の組 み 合 わ せ に よ って操 業 がIf能 とな る

固定 資 本 の 特 定 の 型 か らな つ.てい る(SylosLahini[1993])

希 少 性 に基 づ く新 占典 派 は,技 術 の無 数 性 を前 提 に し,自 己補 填 的構 造(存

続 可 能 性)を 基 礎 にす る正 常価 格 体 系 は,希 少 性 を技 術 の 有 限性 に 集約 させ る。

た だ し,こ の よ うな 観 点 か・らの新 古 典 派 と古 典 派 との 区 別 は,生 産過 程 が 労

働 のみ か らな る場 合 に は 困 難 に な る と思 わ れ る。

III基 礎財を産出する内包的地代

前 章 に お い て,共 時 的 な 時 間 構造 を もち,自 己 補 填 的 構 造 で 確 定 さ れ る正 常

価 格 体 系 に特 殊 な需 要 様 式 を想 定 す る こ とで,い わ ば,通 時 的 に展 開 した 。 そ

うす る こ とで,共 時 的 枠 組 み を もつ 正常 価 格 体 系 に含 まれ 得 る一 つ の動 態 プ ロ

セ ス を摘 出す る こ とを試 み た 。 しか し,そ こで は非 基 礎 財 と して の 「小 麦」 を

専 ら対 象 に した。 内 包 的 地 代 に 関 して,ひ とた び基 礎 財 に考 察 を進 め る と,幾

つ か の特 異 な事 態 に直 面 す る 。 これ ら の点 に つ い てD'Agata[1983]の 数 値

9)非 基礎財についての内包的地代の分析ぽ都心での高層ビルの部屋の価格に適応できるSchefold

[ユ989]PP.234...46)。上地の間接的な利用である。本文のステ ップダウンす る正常費用曲線に
ついては,超 高層ビルの建築技術が一部屋当たりめ価格と地代負担率をそれ以前と比較して下げ.

るか もしれない。技術的には既知で.も.行政上の理由(建 築物の高さ規制等〕でその技術が利用

できなかった場合に当てはまるかもしれない。低 ドする地代と生産物価格の指摘に関しては高増

[1983](関 連箇所にミ.スプリントが若干ある)が ある。
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例LO,を採 り上 げ,そ こで 発 生 して い る事 態 を検 討 す る。

まず,3部 門(鉄 ・石 炭 ・小 麦)か ら な る経 済 を考 え る。 生 産 過 程 に次 の よ

うな仮 定 をす る。 鉄 産 業,石 炭 産業 と もに一 つ の生 産 過 程 しか 存在 しな い。 小

麦 産 業 に は三 つ の 生 産 過 程 が存 在 す る。 小 麦 はい ず れ の 生 産 過 程 に も生 産手 段

と して用 い られ る(数 値 例 表 参 照)。 次 に,幾 つ か の技 術 に 関す る概 念 を挙 げ

てお く。

☆ 技 術 体 系 → あ らか じめ 知 られ て い る い くつ か の 生 産 過 程 か らな る もの を技

術 体 系 と呼 ぶ 。

☆ 実 行 可 能 な技 術体 系 → 所 与 の利 潤 率 の も とで,当 該体 系 の賃 金 率,単 位 面

積 当 た りの 地代,そ して,諸 価 格 が 負 で ない と き,そ の技 術 体 系 は実 行 可 能

な 技術 体 系 と呼 ぶ 。

☆ 費 用 最小 な技 術 体 系 → 所 与 の利 潤 率 で 実 行 可 能 な技 術 体 系 の うち,そ の利

潤 率 で の 当 該体 系 の賃 金 率,単 位 面積 当 た りの 地代,そ して,諸 価 格 で 計算

して,超 過利 潤 を もつ 生 産 過 程 が ほか に存 在 しな い場 合,.当 該 体 系 を費 用 最

小 な技 術 体 系 と呼 ぶ 。

数値 例 表 を も とに して賃 金 ・利 潤 フ ロ ンテ ィア を描 け る。

これ ら の 図 は,① 所 与 の 利 潤 率 を ふ くむ 正 常 価 格 で 計 算 して,最 も廉 価 な

(費用 最 小 化)技 術.(図 の 太 線 部 分)が 複 数存 在 す るof能 性(図3)が あ り,

次 に,正 常 価 格 体 系 で 再 定 式 化 さ れ た② 古典 派 的 分 配 関 係(賃 金 率 と利潤 率 の

相 反 関係)が 崩 れ る可 能性 が あ り(図3,図4)さ ら に③ 正 の利 潤 率 の範 囲で

最 も廉 価 な技 術 が 一 つ も存 在 しな い 可能性 が あ る(図4),と い う こ とを示 し

て い るL1}。

例 えば,表1(図3に 対 応)に は五 つ の生 産 過程 が あ る。 この うち,第1生

10)Schefoldは,こ の例に関して.「かなり劇的な例外の集合」と称 している[1989]p.12D.

11)地 代 を扱い なが ら①,② をともに示す ような例は,ほ か にM・ntanUエ9751,SalvadDri

[1983]な どがある。特に,Salvadori[1983]は,各 階級の消費のパダーンを変えるだけで多

様な賃金 ・利潤曲線を導出しているが,そ こでは競合する諸技術による技術の切 り変わりが議論

されていない。特殊 な技術だけを取 り上げている可能性がある。この点に関 してSchefold

[1989]。それと較べるとD'AgataE198司 の議論は数値例ではあるがヨリ一般的である。
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産 過 程 と第2生 産 過 程 は そ れ ぞ れ鉄 と石 炭 を生 産 す る,代 替 で き る生 産 過程 の

な い,過 程 で あ る。 した が って技 術 体系 を形 成 す る の は,七 通 りあ る。 そ の う

ち,利 潤 率0,5に 関 して 実 行 可 能 な技 術 体 系 とな り得 る の は,T=(1,2,3),1

二(.1 ,z,5>,皿=(ユ,2,3,4),W一(1,2,4,5)の 四 体 系 で あ る。利 潤 率0.5に 対

す る各 価 格 が 数 値 例 表 か ら計 算 で き る。 そ の 結 果,例 え ば体.系皿 の各 価 格 を も

ち い て,第5生 産 過 程 に代 入す る と負 の 超 過 利 潤 が発 生す る。 よ っ て,技 術 体

系 皿 は費 用 最小 な技 術 体 系 で あ る。 と こ ろが,同 様 な事 態 が 利 潤 率O.5の も と

で,技 術 体.系1(体 系1の 価 格 で 測 っ て 第4,5生 産 過 程 が 負 の 超 過 利 潤)・

技術 体 系W(体 系Wの 価 格 で 測 って 第3生 産 過 程 が 負 の 超 過利 潤)に も妥 当す

る。

賃 金 ・利 潤 率 の 相 反 関係 が壊 れ る可 能 性 につ い て み て お く。 直 感 的 に は地 代

の上 昇 が 大 きい た め に,賃 金率,利 潤 率 が と もに下 落 す る可 能 性 が 生 じる 。 三

つ の地 代 概 念 の 中で この現 象 が 生 じる の は,基 礎 財 を産 出 す る内 包 的 地代 の場

合 だ けで あ る。 その 理 由 は,外 延 的差 額 地 代 の場 合 も,非 基 礎 財 を 産 出 す る 内

包 的地 代 の場 合 も,賃 金 ・利潤 率 フ ロ ンテ ィア を決 定 す る基 礎(財)体 系 に 地

代 が含 ま れ な いか らで あ る,,
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表1数 値例表

(253)99

生産過程 鉄 石炭 小麦 労働 上地 産出物 鉄 石炭 小麦 所与の純生産物

ユ
}

一

0.1 1 一 1 0 0 鉄90単 位

2

一一

0.6 1

一

0 1 o 石炭60弔 位

3 0.1 0.4 o.ユ 1 1 → 0 0 1 小麦19単 位

4 0.5 0.2 0.z 1 】 〔) 0 ユ 土地の初期賦 存量

5 0.3 0.3 0.1 3 1 0 0 1 100単 位

表2

生産過程 鉄 石炭 小麦 労働 土地 産出物 鉄 石炭 小麦 所 与の純生産物

1

一

一 o.1 1 一 ⊥ 0 0 鉄90単 位

2

一一.一

0.6 1

一

o 1 0 石炭60単 位

3 0.1 0.4 〔,.1 1 1 → 〔1 0 1 小麦19単 位

4 o.1 0.1 0.3 2.2 1 o 0 1 土地の初期賦存量

5 O.1 0.1 0.4 1 1 o 0 1 ユ00単 位

複 数 の 支 配 的技 術 の 可 能性 もま た基 礎 財 を産 出 ず る内 包 的 地代 の特 質で あ る。

これ は,分 配 を め ぐる対 立 に よ っ て,、先 験 蜘 こは確 定 しな い幾 つ か の状 態 を,

共 時 的 枠 組 み の 正常 価 格 体 系 が 含 ん で い る と解 釈 で きる(図3でr=0.5の と

き,3つ の と り.うる,.そ れぞ れ 正 常 な長 期 の状 態 が あ る と考 え られ る。 体 系1

で は 地代 の 発生 が な く,体 系 研 ・Wで は地代 が 生 じて い る。 いず れ が 選 ば れ る

か は,農 業 従 事 者 と地 主 との 力 関係 に よ る と考 え られ る)。 今,需 要要 因 と技

術 条件 にH章 と 同様 な条 件 を考 えて,こ の賃 金 ・利 潤 フ ロ ンテ ィアが 通 時 的 な

状 況 に拡 張 で き る と仮 定 す る。 そ の場 合,、 この 最小 費用技 術 の 複 数性 は,あ る

安 定 な長 期 の状 態(例 え ば体 系1)か ら.産 出 量 の 増 大 の結 果,あ る産 出量 で

利 潤 率 の変 化 を伴 わ ず に,別 の長 期 の状 態(例 えば体 系 皿)へ の移 行 が 可 能 か

も しれ な い 。 体 系1と 比 較 して,体 系 皿で は(7=0.5の と き)す べ て の価 格

が 上 昇 して い る(上 昇 率 は各 産 業 で 異 な る)の で,こ の と きに は,各 産 業 で 価

格 の ス テ ップア ップが 生 じる こ と にな る。
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IV結 び に か えて

スミスの投下労働価値論を継承 しつつ,「 自然の労働」への報酬としての地

代,国 富の源泉としての地代 と利潤 とい う見方に異を唱えたりカー ドにとって

は,資 本蓄積の原資が利潤であり,地 代は国富と逆の変化を示す ことが必要で

あった。共時的時間構造 と自己補填的構造を有する正常価格体系において も,

それが古典派の特質を受け継 ぎ,か つ現実の経済を分析す る概念装署 として企

図されたものであるので,資 本蓄積分析との関連の仕方を探 り,い かなる資本

蓄積過程の分析が可能かを示す ことが必要.と考える。

また,ネ オ ・リカー ド派の価格理論(本 論文の正常価格理論)は 新古典派的

般 均衡分析の特殊モデルではないか(Hahn[1982]),と いう批判に対して

の反論は,た とえ間接的にであれ,資 本蓄積過程への言及を含み得 る。ポス

ト・ワルラス派の一般均衡分析は将来時点の消費に関する意志決定をも先物市

場,目 付の付いた将来市場をとおして初期時点に 一気に行 う体系であ り,こ の

超合理的市場のなかでは資本蓄積固有の問題 は生じない。経済活動の.究極的な

目的はただ消費のみである。これに対 して,正 常価格体系は資本蓄積分析に開

かれた体系,特 に定常的な資本蓄積過程(通 時的な収穫 淀 法則)で はな く,

各産業の蓄積率が異なる非定常的蓄積過程へと開かれた価格分析であることを

示す必要がある。特殊な 「小麦」と特殊な需要様式 とで産出量の不規則な拡大

の.口J'能性を探 ったII4t非 定常的資本蓄積過程の,あ りうるか もしれない一つの

原型の提示を意図した。また,内 包的地代を生みかつ一般性のある小麦を産出

する正常価格体系が,正 常価格体系として知られている性質をもたない可能性

があることを示す数値例を皿では検討した。これによって,且 の不規則な産出一

景拡大の図式をより.・般的な内包的地代の場合に拡張する可能性にも触れた。

だが,い ずれの場合においても共時的時間構造をもった正常価格体系を通時的

に展開す るという試みは,技 術状態 ・需要様式,に 関する特殊な仮定をとって

いることは否定で きない。この限定が,ど の程度取 り外せるのかを示すことは
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今 後 の 課 題 と し た い 。

参 考 文 献

Abraham-frois,G.andBerrebi
,E.[ユ979」7γ 躍σπy4悔Z駕 翫1ぐ85α η4Afα ご〃躍 ぬ ご齢 鵜

CambridgeU.P,

Bliaradwaj,KandSchefo且a,n.〔eds.)[1990]亙r∫ 型5ρ 頑 脚5π 勲 ,UnwinHy㎜11.

D'Agata,A.[1953]"TheExistenceandUniqunessofCost-MinimizingSystemsinIn ・

to皿siveRentTheory",1協 置ro6ω ηo蹴'cα,35(1-2) .

Hahl1,F.H.[1981]"GeneralEquilibriumTheory"in'TheCrisisisEconomicTheory
,

eds.byBell,D.andKristol,1.,BasicBooks ,仲 村 達 也 ・柿 原 和 夫 訳 『新 し い 経 済

学 を 求 め て 』 第8章,日 本 経 済 新 聞 社,1985年)。

Hahロ,F.H、[1982]"TheNeo-Ricardians" ,磁 蹴 ゐ露㎏8ノ 伽rη α'げE㎝7にo膨 織6(4).

羽 鳥 卓 也[1972ユ 『.古典 派 経 済 学 の 基 本 問 題 』 未 来 社 。

[1995]「 リ カ ー ドの 理 論 圏 』 世 界 書 院 。

菱 山 泉[19901『 ヶ ネ ー か ら ス ラ ッ フ ァ へ 』 名 古 屋 大 学 出 版 会 。

Kurz,H.[.1978]"RentTheoryinaMultisectoralModel"
,04bπ1盈oη θ伽`助 飾,30

(1)『

Kurz,H,alidS融lvadori,N .[1995]TheoryofProduction:ALong-PeriodAnalysi .%

CambエideU,P,

松 嶋 敦 茂[1996]『 現 代 経 済 学 史 .1名 古 屋 大 学 出 版 会 。

Montani,G.「1975].``ScarceNaw,a【ResourcesandIncumeDistribution'
,Men一 催oηo.

〃露6儒27(1),

Ricardく,,D.[1819]Anth.げ ∫う一`π`ψ!8∫ρプ ∫わ♂～`ど`.配1&o加 機y ,andTaxation,2nded.,

JohnMurray,(羽 鳥 卓 也 ・吉 澤 芳 樹 訳 『経 済 学 お よ び 課 税 の 原 理 」 上 ・下
,岩 波 文

庫,1987年),,

Ricardo.D.[1815]"A】iEssayontheInfluenceofaLowPriceofCorn`〕ntheProfits

ofStock'inTheWorksandCorrespondenceofDavidRicordo
,vO1.Ned.byP.

SraffawiththecollaborationofM.H.D`,bb,CambridgeU .P..[ユ95//(木 下 彰 訳

「穀 物 の 低 価 格 が 資 本 の 利 潤 に 和 ます 影 響 に つ い て の 試 論 」rリ カ ー ド全 割V」1雄

松 掌 書 店,.1969年)。

Ri…d・1D・[1928」N・tesonMalckus'sPrincipleofPoliticalHcon。 泌,撫 肪.心 。"4

CorrespondenceofDavidRicandqvol ,Red,byP.Sraffaw正ththecollaborationof

M.H.Dobb,CambridgeU .Y.[19511〔 鈴 木 鴻 一 郎 訳 「マ ル サ ス 経 済 学 原 理 評 注 」

『リ カ ー ド全 集 且 』 雄 松 堂 書 店,⊥97ユ 年)。

Salvador,N.[1983ユ"OnaNewVarietyofRecur" ,ル 勲ヶoθfo〃 σ加`α,35.



102く256タ 第161巻 第2号

Salvadori,N.[1990]"CommentonSchefold",inBharadwajandS〔hefold(eds.).

Schefold,B.[1985a]``EcologicalProblemsasaChallenget⑪Cla5sica【andKeynesian

Economics",ル 勧2翻`oηo現 ノ`/砧37(1).

Schefdd,B.[1988]"TheDominantTechniqueinJointProductionSystems'㌧(臨 〃τ・

う「idgeJournalげ&oηoア πど`5幽12(1>.

Schefold,B,[1989]Mr.SraffaonJointPrnductionandOtherEssays,UnwinHyman.

Schefold,B.[1990a〕"JointProduction,IntertemporalPreferencesandLongPeriod

Equilibri㎜",2θ 々故 冨'Eω 胸 脚鮎8紐 ゴ酪 飢 餓 ε枷 ゆ'酷 柳 π♪αどん,6.

Schefold,B.[1990h]"Commenゼ'(onP.SamudsQn),isBharadwajandSchefnld

(eds.).

Schef【}ld,B.[1990c]`'Rep旦 ジ,inBharadwajandSchefold,(eds.).

Schefold,B.[1990a]"OnChangesintheCa}.positionofOutput"血Bharadwajand

Schefold,(eds、).

Sraffa,P,[1960]伽 ぬ``め η{ゾCommoditiesbyMean∫qプCb麗 麗o爵'漉5,CambridgeU,

P.(菱 山 泉 ・山 下 博 訳 『商 品 に よ る 商 品 の 生 産 』 有 斐 閣,1962年)。

SylosLabini,P.[1993]Eα 川o刀 正ピ`!G㎜ τ麗 ん αη4β 郡∫加 欄5〔'ycL":Pricesandth.ePro`ぞ ∬

硬ブGy`'Z`認D脚 θの♪7π8π',EdwardElgar、

高 増 明[1983]「 ネ オ ・ リ カ ー ド派 の 地 代 理 論 」r経 済 論 叢 』 第132巻 第3・4号'。


